
レ

山
鹿
素
行
と
国
文
学

渡

辺

憲

司

ま
え
が
き

 
山
鹿
素
行
（
元
和
八
i
貞
享
三
、
＝
ハ
ニ
ニ
ー
一
六
八
五
）
は
、
 
「
配
所
藁

筆
」
の
中
で
国
文
学
こ
と
に
歌
学
と
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

 
 
同
年
よ
り
歌
学
を
好
み
、
二
十
歳
迄
の
内
に
源
氏
物
語
不
レ
残
承
け
、
源

 
 
語
秘
訣
迄
令
二
相
伝
「
候
。
伊
勢
物
語
・
大
和
物
語
・
枕
草
子
・
万
葉
集
・

 
 
百
人
一
首
、
三
部
抄
・
三
代
集
迄
、
広
田
坦
斎
相
伝
仕
候
。
依
・
之
源

 
 
氏
私
等
・
万
葉
・
枕
草
子
・
三
代
集
等
の
私
達
注
解
大
分
撰
述
仕
候
て
、

 
 
詠
歌
の
志
深
く
、
 
一
年
に
千
首
の
和
歌
を
詠
じ
候
二
塁
、
，
存
候
子
細
有
・

 
 
之
、
其
の
後
は
勲
等
置
之
「
候
。

 
同
年
と
は
前
の
段
で
記
し
て
い
る
神
道
と
の
関
係
と
同
じ
時
期
で
、
素
行
が

十
七
歳
の
時
、
寛
永
十
五
年
の
こ
と
で
あ
る
、
。

 
こ
れ
は
素
行
の
青
年
期
の
修
学
の
来
歴
を
示
す
「
配
所
残
筆
」
前
半
部
の
一

節
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
を
見
て
も
、
素
行
が
い
か
に
多
《
国
文
学
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
か
が
推
察
出
来
る
と
思
わ
れ
る
。

 
さ
ら
に
延
宝
三
年
門
弟
に
命
じ
て
作
ら
せ
た
「
積
徳
堂
書
籍
目
録
」
（
積
徳

堂
は
素
行
の
書
斎
の
号
で
あ
る
）
を
見
る
と
、
「
源
氏
物
語
」
関
係
の
も
の
だ

け
で
も
「
源
氏
系
図
」
・
「
源
語
秘
訣
」
・
「
細
流
抄
」
・
「
紫
明
抄
」
・
「

紹
巴
抄
」
・
「
源
氏
聞
書
」
・
「
一
葉
抄
」
・
「
山
路
露
」
・
「
十
帖
源
氏
」

な
ぜ
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
「
万
葉
抄
」
・
「
栄
花
物
語
系
図
」
・
「
奥

儀
抄
」
・
「
新
撰
髄
脳
」
・
「
藤
川
百
首
」
な
ど
約
三
十
四
種
ほ
ど
の
歌
学
関

係
の
も
の
が
あ
る
、
て
れ
に
「
積
徳
堂
書
籍
目
録
」
に
は
な
い
も
の
で
、
 
「
惟

揚
堂
書
籍
目
録
」
八
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
素

行
文
庫
（
平
戸
市
山
鹿
光
世
氏
蔵
）
蔵
の
も
の
を
加
え
る
と
、
約
五
十
種
以
上

も
の
歌
学
関
係
の
国
文
学
書
を
蔵
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
こ
れ
ら
素
行
の

歌
学
関
係
の
集
書
は
、
幕
府
と
い
う
公
的
な
力
を
背
景
に
し
て
集
書
し
た
林
羅

山
の
蔵
書
中
よ
り
、
「
徒
然
草
」
な
ど
の
歌
学
関
係
以
外
の
も
の
を
除
い
た
も

の
と
、
充
分
に
比
肩
し
う
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

 
国
文
学
関
係
の
集
書
は
、
素
行
が
青
年
期
に
お
い
て
い
か
に
多
く
の
情
熱
を

こ
の
方
面
に
向
け
て
い
た
か
を
証
左
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
わ
た
く
レ
が
興
味

を
持
っ
た
の
は
、
こ
の
情
熱
が
青
年
期
の
あ
る
時
期
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。

 
素
行
は
「
詠
歌
の
志
深
く
、
一
年
に
千
首
の
和
歌
を
詠
じ
」
な
が
ら
、
何
故

に
そ
の
情
熱
を
停
止
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
℃
そ
し
て
ま
た
明
弁
を
旨

と
し
た
遺
戒
の
書
「
配
所
残
筆
」
．
で
、
何
故
に
「
存
候
子
細
有
・
之
」
な
ど
と
、
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迂
言
な
表
現
を
使
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
本
稿
は
以
上
の
疑
問
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
素
行
の
青
年
期
に
お
け
る
国

文
学
の
果
し
た
役
割
を
、
彼
の
庇
護
者
で
あ
る
大
名
と
の
関
係
か
ら
考
え
よ
う

と
し
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
ま
た
自
伝
文
学
の
傑
作
と
さ
れ
、
雄
渾
の
書
と

も
呼
ば
れ
て
い
る
「
配
所
残
存
」
に
新
し
い
視
点
を
見
出
し
て
い
こ
う
と
し
た

も
の
で
あ
る
。

1

 
ま
ず
素
行
が
国
文
学
に
関
心
を
寄
せ
た
時
期
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
に

．
す
る
。
素
行
は
い
つ
頃
か
ら
国
文
学
に
関
心
を
寄
せ
、
い
つ
頃
に
そ
の
情
熱
を

停
止
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
先
に
引
用
し
た
「
配
所
残
害
」
の
中
で
、
「
源
氏
物
語
」
に
つ
い
て
の
講
義
を

受
け
「
源
三
三
決
」
の
相
伝
を
受
け
た
こ
と
は
、
十
七
歳
よ
り
二
十
歳
迄
と
記

さ
れ
て
い
る
が
、
文
は
そ
こ
ま
で
で
完
結
し
て
お
り
、
詠
歌
棄
筆
の
時
期
の
記
載

は
曖
昧
の
ま
ま
に
な
n
、
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
現
在
伝
記
研
究
で
は
、
も

っ
と
も
客
観
的
と
思
わ
れ
る
『
山
鹿
素
行
』
 
（
吉
川
弘
文
館
・
人
物
叢
書
・
昭

3
4
）
に
お
い
て
堀
勇
雄
氏
は
、
歌
学
へ
の
興
味
は
十
代
の
末
よ
り
兵
学
専
心
ま
で

の
ご
く
短
い
期
間
で
あ
り
、
二
十
代
の
か
な
り
早
い
時
期
に
歌
学
へ
の
興
味
か

ら
離
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
次
に
見
る
ご
と
く
素
行
の
国
文
学

及
び
歌
学
へ
の
興
味
は
、
二
十
代
の
末
ま
で
継
続
し
て
持
た
れ
て
お
り
、
そ
の
時

期
は
兵
学
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
時
期
と
並
行
し
て
い
る
。
詠
歌
を
筆
草
し
、

国
文
学
か
ら
離
れ
た
時
期
は
三
十
歳
頃
に
想
定
す
べ
き
事
の
よ
う
に
思
え
る
。

 
以
下
、
、
棄
筆
時
期
の
推
定
を
レ
素
行
文
庫
に
現
存
す
る
自
筆
写
本
の
奥
書
、

識
語
並
び
に
、
素
行
の
生
涯
の
日
記
で
あ
る
「
山
鹿
素
行
年
譜
」
 
（
以
下
「
年

譜
」
と
略
称
す
乃
）
な
ど
に
よ
っ
て
試
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
現
在
、
素
行

文
庫
に
は
自
筆
写
本
並
び
に
手
沢
本
の
う
ち
、
．
歌
学
及
び
国
文
学
に
関
連
す
る

庵
の
が
三
十
種
（
そ
の
ヶ
ち
後
に
集
め
ら
れ
た
と
も
思
わ
れ
る
疑
問
書
が
十
七

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
1
）

種
）
ほ
ど
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
奥
書
な
ど
に
よ
っ
て
年
代
の
判
明
す
る

も
の
は
次
の
七
種
で
あ
る
。
 
（
 
）
内
の
記
述
は
筆
者
の
注
。

 
「
下
紐
」
 
此
抄
法
橋
昌
程
三
三
本
四
畢
工
-
時
寛
永
十
四
営
春
上
旬
十
一

 
 
（
「
狭
衣
物
語
」
の
注
釈
、
素
行
は
十
六
歳
）

 
「
土
左
日
記
」
 
寛
永
甲
申
初
秋
日
 
素
行
軒
 
 
（
素
行
は
二
十
三
歳
）

 
「
八
雲
御
斎
聞
書
」
 
八
雲
抄
巻
第
二
丙
戌
仲
冬
初
雪
詩
箋
（
正
保
三
年
、

 
 
素
行
は
二
十
五
歳
）

 
「
後
撰
和
歌
集
」
 
慶
安
元
戊
子
林
鐘
二
講
習
終
之
（
素
行
は
二
十
七
歳
）

 
「
狭
衣
日
下
紐
」
 
慶
安
四
年
暮
秋
中
八
日
書
竪
結
夜
将
半
（
素
行
は
三
十

 
 
歳
）

他
に
原
本
を
未
確
認
で
あ
る
が
、
阿
部
隆
一
氏
に
よ
っ
て
「
連
句
脚
句
集
」
に

寛
永
十
九
年
（
二
十
一
歳
）
、
「
歌
書
作
書
」
に
正
保
二
年
（
二
十
四
歳
）
の

識
語
の
あ
る
こ
と
が
、
「
山
鹿
素
行
の
青
年
期
に
お
け
る
和
学
の
修
養
」
（
『
帝

国
学
士
院
紀
要
』
第
四
巻
第
二
号
）
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
氏
の
筆
跡
鑑

定
に
よ
る
と
、
「
堀
川
百
首
」
、
「
同
次
郎
百
首
」
が
二
十
五
、
六
歳
、
「
枕

草
子
」
、
「
梁
塵
愚
案
抄
」
が
二
十
代
末
の
自
筆
写
本
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。

 
ま
た
「
年
譜
」
に
は
、
慶
安
三
年
（
二
十
九
歳
）
．
め
条
に
「
八
日
、
萬
葉
集

京
都
よ
り
来
る
」
と
あ
り
、
同
じ
く
慶
安
四
年
（
三
十
歳
）
の
正
月
の
条
に
は

「
正
月
、
更
級
日
記
周
覧
す
」
と
記
載
が
あ
る
。
冒
頭
に
引
用
し
た
「
配
所
残
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筆
」
に
は
続
け
て
「
唯
今
以
て
右
広
田
担
斎
方
よ
り
歌
学
の
儀
不
・
残
相
伝
仕

り
候
」
と
あ
る
が
、
そ
の
広
田
担
斎
と
の
接
触
の
事
期
に
つ
い
て
、
神
道
に
お

け
る
修
学
を
語
る
部
分
で
、

 
 
十
七
歳
の
冬
、
高
野
按
察
院
光
宥
法
印
よ
り
神
道
令
二
相
伝
一
着
。
神
代
之

 
 
巻
は
不
レ
及
・
申
、
神
道
の
秘
伝
不
・
残
令
二
伝
受
【
候
。
其
の
後
壮
年
の
比
、

 
 
広
田
担
斎
と
申
候
忌
部
氏
の
嫡
流
の
者
有
レ
之
、
根
本
宗
源
之
神
道
令
二
相

 
 
伝
一
候
。

と
あ
る
。
「
壮
年
の
比
」
に
素
行
と
担
斎
と
の
間
に
交
際
が
持
た
れ
て
い
た
の
で

 
 
（
注
2
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
。

あ
る
。
「
壮
年
の
比
」
が
い
つ
頃
を
指
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
松

田
壱
越
が
「
幻
視
者
の
終
焉
・
山
鹿
素
行
」
（
『
歴
史
と
人
物
」
中
央
公
論
社
・

昭
4
6
4
．
6
）
で
、
堀
氏
が
前
掲
書
に
お
い
て
壮
年
を
二
十
歳
の
頃
之
解
釈
さ
れ

て
い
る
の
に
対
し
て
、
壮
年
が
辞
書
的
に
は
三
十
歳
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

し
、
「
素
行
の
自
記
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
担
斎
か
与
の
神
道
伝
授

は
、
壮
年
、
三
十
歳
の
頃
、
す
な
わ
ち
慶
安
四
年
前
後
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

-
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
壮
年
に
類
す
る
表
現
は
、
明
暦
二
年
（
三
十
五
歳
）

の
著
で
あ
る
「
修
習
要
録
」
の
自
序
に
、
 
「
予
少
に
し
て
父
の
命
に
從
ひ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む

強
め
て
書
を
読
み
、
中
ご
ろ
記
調
詞
章
を
好
み
、
壮
に
し
て
口
に
理
を
謂
ふ
を
、

嗜
み
、
禅
を
好
み
、
老
荘
を
楽
し
み
て
、
殆
ど
三
教
一
致
と
為
し
」
 
（
圏
点
筆

者
、
以
下
同
じ
）
と
あ
り
、
ま
た
「
配
所
同
筆
」
中
に
、
「
我
等
事
、
幼
少
よ

 
 
む
 
 
む
 
 
む

り
壮
年
迄
専
ら
程
子
・
朱
子
の
頚
筋
を
勤
め
、
依
・
之
其
の
比
我
れ
等
述
作
の

書
は
、
皆
程
朱
の
学
筋
迄
に
候
」
と
あ
る
ゐ
前
者
の
「
老
荘
を
楽
し
み
て
」
は

二
本
松
藩
主
丹
羽
光
重
へ
の
老
．
子
講
義
（
二
十
九
歳
）
や
、
板
倉
重
矩
邸
で
松

浦
鎮
信
な
ど
を
ま
じ
え
て
行
っ
た
荘
子
講
義
（
三
十
歳
）
を
指
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
し
、
ま
た
後
者
の
「
述
作
事
書
」
は
「
真
教
要
録
」
、
「
壁
上
要
録
」

山
鹿
素
行
と
国
文
学

（
三
十
五
歳
の
著
）
な
ど
の
朱
子
学
的
立
場
に
拠
っ
た
著
述
を
指
し
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
．

 
壮
年
の
意
は
、
松
田
氏
の
指
摘
通
り
三
十
歳
前
後
の
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ

る
が
、
単
に
辞
書
的
な
意
味
か
ら
と
か
、
具
体
的
な
年
代
を
指
す
と
い
う
よ
り

も
、
む
し
ろ
幅
広
く
考
え
て
、
自
ら
が
く
志
を
持
ち
血
気
盛
ん
で
あ
っ
た
V
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 

自
覚
し
え
た
一
時
半
で
あ
る
と
、
考
え
る
べ
き
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
。

 
以
上
の
ご
と
く
国
文
学
こ
と
に
歌
学
へ
の
関
心
は
、
十
六
歳
の
頃
よ
り
む
け

ら
れ
、
二
十
歳
頃
ま
で
に
は
「
源
語
秘
訣
」
の
相
伝
を
受
け
る
ま
で
に
な
り
、

「
修
教
要
録
」
の
自
序
に
「
中
ご
ろ
拙
論
詞
章
を
好
み
」
と
い
っ
た
時
期
を
経

過
し
て
、
そ
の
後
三
十
歳
の
頃
ま
で
、
歌
学
の
師
広
田
担
斎
と
の
交
際
と
と
も

に
続
け
ら
れ
た
と
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

 
詠
歌
棄
筆
、
国
文
学
へ
の
興
味
か
ら
離
れ
た
時
期
を
、
あ
ま
り
に
限
定
す
る

こ
と
は
危
険
な
推
論
の
よ
う
に
思
え
る
が
、
次
の
ご
と
く
考
え
得
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
先
に
列
記
し
た
ご
と
く
、
国
文
学
関
係
の
自
筆
・
写
本
で
三
十
一
歳

以
後
の
も
の
が
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
そ
し
て
更
に
「
年
譜
」
に
は
前
記
の

ぞ
と
く
二
十
九
歳
に
「
万
葉
集
」
、
三
十
歳
に
「
更
級
日
記
」
を
周
覧
す
る
と
い
・

つ
た
国
文
学
関
係
の
記
載
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
三
十
一
歳
以
降
、
「
配

所
残
筆
」
執
筆
の
五
十
四
歳
ま
で
の
間
に
は
、
国
文
学
に
関
連
す
る
記
事
が
ま

っ
た
く
見
ら
れ
な
い
こ
と
。
 
（
「
年
譜
」
に
閲
覧
し
た
書
物
の
す
べ
て
が
記
さ

れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
三
十
一
歳
以
降
の
「
年
譜
」
は
三
十
歳
以
前
の

記
載
よ
り
も
は
る
か
に
詳
し
く
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
は
「
歯
磨
抄
」
・
「
三

岳
要
後
集
」
、
「
近
思
録
」
、
「
論
語
」
な
ど
の
閲
覧
記
事
が
し
ば
し
ば
見
ら

れ
る
。
）

 
以
上
の
こ
と
か
ら
、
，
「
其
の
後
は
棄
」
置
之
一
候
」
と
記
す
「
其
の
後
」
と
は

（39）



慶
安
四
年
、
三
十
歳
を
過
ぎ
た
早
い
時
期
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
察
出
来
る
よ

う
に
思
え
る
。
素
行
は
盛
ん
で
あ
っ
た
と
自
覚
し
う
る
〈
志
〉
を
い
だ
い
た
一

時
期
に
お
い
て
歌
学
か
ら
離
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
門
人
達
の
表
現
を
借
り
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
お

ば
、
「
先
生
志
を
詠
歌
に
錯
い
て
、
歌
頭
の
良
書
、
学
ば
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
」

（
「
山
鹿
語
類
，
・
序
」
）
と
い
っ
た
国
文
学
こ
と
に
歌
学
へ
の
情
熱
を
、
壮
年

の
一
時
期
に
停
止
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

 
何
故
に
素
行
は
こ
の
情
熱
を
停
止
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆

ま
め
の
素
行
が
書
き
残
し
た
書
簡
類
に
も
そ
の
答
え
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
己

の
来
歴
を
明
弁
し
、
我
子
窯
業
の
た
め
の
遺
戒
の
書
た
ら
ん
と
し
た
「
配
所
残

筆
」
に
は
、
 
「
直
弦
子
細
有
・
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

 
何
故
に
「
棄
野
趣
之
［
候
」
と
強
い
表
現
を
使
い
な
が
ら
、
歌
学
へ
の
情
熱
を

停
止
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
素
行
の
壮
年
に
お
け
る
志
と
は
い
か
な
る

も
の
で
あ
っ
た
か
を
考
え
、
そ
の
く
志
V
と
歌
学
の
関
わ
り
く
素
行
に
お
け
る

文
芸
の
役
割
V
を
媒
介
に
、
「
存
候
子
細
有
・
之
」
の
意
味
を
考
え
て
い
く
こ
と

に
す
る
。

2

 
ま
ず
歌
学
停
止
の
理
由
、
つ
ま
り
「
存
候
子
細
有
レ
之
」
の
解
釈
に
つ
い
て
、

従
来
の
説
を
姐
上
に
し
な
が
ら
考
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

 
堀
氏
は
前
掲
書
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

 
 
中
絶
の
理
由
は
「
存
じ
候
子
細
」
と
だ
け
で
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
詩

 
 
文
を
弄
す
る
の
は
玩
物
喪
志
で
実
学
を
尊
ぶ
儒
学
の
立
場
に
反
す
る
と
の

 
 
反
省
に
由
る
も
・
の
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
素
行
は
芸
術
の
才
に
は
あ

 
 
ま
り
恵
ま
れ
ず
文
人
墨
客
的
な
趣
味
は
殆
ん
ど
な
く
、
詠
歌
風
流
は
大
丈

 
 
夫
の
本
職
で
な
い
と
考
え
、
儒
学
並
び
に
兵
学
の
専
門
家
と
し
て
こ
の
道

 
 
に
専
念
し
よ
う
と
決
意
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
阿
部
氏
は
同
じ
く
前
掲
書
に
お
い
て
皇
国
史
観
に
も
と
づ
き
な
が
ら
論
を

進
め
て
、

 
 
存
候
子
細
と
い
ふ
中
に
は
、
以
上
挙
げ
た
理
由
（
儒
学
兵
学
へ
の
専
心
）

 
 
が
大
き
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
定
し
得
ぬ
が
、
そ
の
外
に
、
当
時
彼
が

 
 
学
ん
だ
歌
や
歌
学
そ
の
も
の
が
、
素
行
の
心
を
と
ら
へ
、
情
を
惹
き
感
に

 
 
応
ず
る
も
の
が
な
か
っ
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。
幽
斎
以
下
二
条
派
の

 
 
歌
は
全
体
と
し
て
芸
術
的
価
値
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
 
（
中
略
）
当
時
の

 
 
詠
歌
歌
学
に
低
徊
す
る
こ
と
は
、
素
行
の
志
の
到
底
許
す
所
で
は
な
い
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
・

 
両
氏
と
も
に
歌
学
に
玩
物
喪
志
の
弊
の
あ
る
こ
と
を
素
行
が
自
覚
し
た
た
め

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
素
行
の
文
芸
観
に
玩
物
喪
志
の
発
想
が
あ
っ
た
こ
と

は
「
武
家
事
紀
・
巻
五
十
八
・
歌
道
」
 
（
延
宝
元
年
成
）
な
ど
を
見
て
も
十
分

に
う
か
が
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
素
行
が
そ
の
発
想
を
最
も
早
く
述
べ
て
い
る

の
は
「
三
教
要
録
・
巻
之
六
・
文
学
」
 
（
素
行
文
庫
蔵
Y
に
お
い
て
で
あ
る
。

本
書
は
明
暦
二
年
、
素
行
三
十
五
歳
の
時
の
も
の
で
あ
る
が
、
従
来
山
鹿
素
行

の
全
集
な
ど
に
は
未
所
収
の
も
の
で
あ
る
。

 
 
本
朝
武
将
以
二
蹴
鞠
詠
歌
為
・
事
。
坐
上
器
物
筆
墨
為
・
楽
。
観
二
其
節
不
ツ

 
 
全
。
是
蹴
鞠
詠
歌
器
物
筆
墨
之
非
・
所
・
禍
而
玩
レ
物
量
レ
前
置
疎
レ
可
二
精

 
 
勤
一
也
。

 
引
用
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
素
行
は
詠
歌
に
対
し
て
好
意
的
な
見
解
を
と

っ
て
い
る
。
 
「
実
学
を
尊
ぶ
儒
学
の
立
場
に
反
す
る
と
の
反
省
」
と
い
っ
た
学

（40）
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謹
上
の
自
己
変
革
に
、
多
く
そ
の
要
因
を
求
め
る
の
は
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
両
氏
の
見
解
に
一
歩
譲
っ
た
と
し
て

も
、
歌
学
に
玩
物
喪
志
の
弊
害
が
あ
る
と
素
行
が
自
覚
し
た
な
ら
ば
、
こ
の
こ

と
は
「
配
所
残
筆
」
の
中
で
明
弁
す
る
の
に
何
等
遠
慮
の
い
ら
な
い
こ
と
の
よ

う
に
思
え
る
。
我
子
の
た
め
の
燗
戒
の
書
で
あ
る
「
配
所
残
筆
」
に
、
迂
言
な

表
現
を
使
っ
て
「
存
候
子
細
有
・
之
」
な
ど
と
述
べ
る
必
要
は
ど
こ
に
も
な
い

の
で
あ
る
。
何
故
あ
い
ま
い
な
表
現
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
を
、
考
え

る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

 
ま
た
、
両
氏
は
儒
学
者
・
兵
学
者
へ
の
専
心
と
い
っ
た
学
問
の
段
階
的
発
展

を
根
拠
に
さ
れ
て
い
る
。
専
心
の
時
期
は
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
両
氏

と
も
歌
学
棄
筆
の
時
期
を
二
十
代
の
か
な
ヶ
早
い
時
期
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
て

い
る
の
で
、
二
十
代
後
半
の
諸
大
名
の
山
鹿
流
兵
学
へ
の
入
門
、
大
名
の
仁
平

の
誘
い
、
儒
学
書
、
兵
学
書
の
講
義
、
な
ど
を
考
え
て
い
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

・
し
か
し
こ
れ
ら
二
十
代
後
半
の
儒
学
者
、
兵
学
者
と
し
て
の
活
躍
は
、
前
述
し

 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

・
た
ご
と
く
、
歌
学
へ
の
興
味
を
示
し
た
時
期
と
重
な
り
あ
い
並
行
し
て
続
け
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
う
て
、
歌
学
へ
の
情
熱
を
、
単
に
修
学
期
の
教
養
と
し
て
と

・
ら
え
、
儒
学
、
兵
学
へ
専
心
す
る
た
め
の
段
階
的
な
も
の
で
あ
る
と
補
え
る
こ

と
は
出
来
な
い
よ
う
に
思
え
る
。

 
第
三
点
と
し
て
、
堀
氏
は
素
行
の
歌
学
に
お
け
る
個
人
的
資
質
を
問
題
に
さ

れ
て
い
る
。
芸
術
的
才
能
や
文
人
墨
客
的
趣
味
に
関
し
て
言
え
ば
、
素
行
の
詩

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
3
）

歌
は
現
在
数
量
し
か
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
し
て
そ
の
い
ず
れ
も
が
芸
術
的
な

も
の
と
は
ほ
ど
遠
く
陳
腐
な
も
の
の
よ
う
に
思
え
る
。
一
面
を
言
い
当
て
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
思
え
る
け
れ
ど
も
、
当
時
に
あ
っ
て
、
い
か
な
る
評
価
が
庇
護

直
達
か
ら
素
行
に
与
え
ら
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
配
慮
さ
れ
て
い
な
い
よ

山
鹿
素
行
と
国
文
学

う
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
二
十
代
末
の
素
行
は
大
名
達
か
ら
希
有
な
詩

才
の
持
ち
主
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、
単
純
に
個
人
的
資
質
を
詠
歌
棄
筆

の
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
あ
げ
る
の
は
危
険
な
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
。

 
阿
部
氏
の
表
現
を
借
り
な
が
ら
問
題
提
起
的
に
言
え
ば
、
当
時
の
二
條
派
の
・

糟
粕
を
な
め
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
詠
歌
歌
学
へ
の
抵
徊
こ

そ
、
素
行
の
壮
年
期
の
情
熱
く
志
V
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
そ
し
て
志
の
挫
折
の
時
期
と
詠
歌
毒
筆
の
時
期
が
伺
じ
頃
で
あ
る
よ

う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。

 
壮
年
期
に
お
け
る
素
行
の
志
、
情
熱
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
幕
府
仕

宮
へ
の
大
望
で
あ
る
。
 
「
配
所
残
筆
」
前
半
部
、
こ
と
に
三
十
歳
迄
の
お
び
た

だ
し
い
人
脈
の
羅
列
は
、
「
幼
少
之
時
分
よ
り
似
合
に
人
も
存
候
て
、
御
取
持

被
・
下
候
」
と
そ
の
冒
頭
に
記
す
ご
と
く
、
幕
府
仕
官
へ
の
庇
護
者
の
取
持
が

、
い
か
に
有
力
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
記
す
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
一
見
ほ
と
ん

ど
無
関
係
に
見
え
る
「
配
所
残
筆
」
前
半
部
の
人
物
達
は
、
相
互
に
関
係
を
持

ち
、
素
行
が
幕
府
仕
官
の
た
め
に
求
め
た
手
づ
る
の
軌
跡
を
た
ど
る
こ
と
が
出

来
る
の
で
あ
る
。

 
例
え
ば
、
将
軍
家
光
の
も
と
で
幕
閣
政
治
を
完
全
に
掌
握
し
て
い
た
と
こ
ろ

の
大
老
酒
井
讃
岐
守
忠
勝
へ
の
接
近
が
、
表
と
裏
の
二
面
か
ら
行
わ
れ
た
こ
吐

が
、
「
配
所
残
筆
」
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
素
行
と
父
貞
以
が
、
会
津
以
来

居
候
し
て
い
た
町
野
幸
和
の
妻
で
、
春
日
局
の
後
を
受
け
て
大
奥
の
取
締
り
に

権
勢
を
ふ
る
い
、
酒
井
讃
岐
守
に
対
し
て
奥
讃
岐
と
呼
ば
れ
た
面
心
尼
が
裏
面

の
糸
を
引
く
。
祖
心
尼
へ
の
接
近
は
居
候
先
の
縁
の
み
で
は
な
く
、
「
親
近
付
馬
、

我
等
を
林
道
春
老
弟
子
に
仕
度
由
頼
候
」
と
依
頼
し
た
塚
田
杢
助
が
、
春
日

（ 41 ）



」

局
の
子
の
稲
葉
丹
後
守
正
勝
の
家
来
で
あ
っ
た
こ
と
と
も
関
係
し
て
い
る
よ
う

に
思
え
る
。
そ
し
て
松
平
越
中
守
定
綱
が
「
表
向
は
越
中
守
御
取
持
可
・
被
レ
下

候
」
と
表
面
的
に
動
き
、
祖
心
尼
が
酒
井
忠
勝
を
別
邸
に
、
招
待
し
た
時
に
素

行
も
召
し
出
さ
れ
、
忠
勝
よ
り
「
越
中
守
殿
拙
者
噂
具
に
被
・
仰
候
由
御
挨
拶

被
・
成
下
」
と
声
を
か
け
ら
れ
る
ま
で
に
な
る
。
赤
穂
へ
配
流
さ
れ
る
寛
文
六

年
（
四
十
五
歳
）
ま
で
の
間
、
「
年
譜
」
に
よ
る
と
最
も
往
復
回
数
の
多
い
三

次
藩
主
浅
野
長
治
は
湘
定
綱
の
室
智
相
院
の
兄
浅
野
幸
長
の
子
で
あ
り
、
ま
た

承
応
元
年
（
三
十
一
歳
）
の
時
に
仕
官
し
た
赤
穂
藩
主
浅
野
長
直
と
定
綱
も
ま

た
甥
と
伯
父
の
関
係
で
あ
り
、
更
に
二
十
代
末
に
素
行
が
荘
子
講
義
な
ど
を
行

な
い
、
最
も
関
連
深
い
二
本
松
藩
主
丹
羽
光
重
の
女
は
浅
野
黙
秘
に
嫁
し
て
い

る
。
素
行
と
取
持
ち
の
大
名
を
結
び
つ
け
た
第
一
の
要
因
が
、
多
く
素
行
の
学

問
の
才
能
に
よ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
通
説
ど
お
り
で
あ
ろ
う
が
、
さ
ら
に
ま

た
、
そ
の
有
力
な
取
持
ち
大
名
達
が
相
互
に
縁
続
き
で
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
も

注
目
し
て
よ
い
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
。

 
と
に
か
く
も
、
東
北
出
身
の
田
舎
浪
入
で
、
し
か
も
同
僚
の
士
を
あ
や
め
逐
電

し
て
故
郷
を
捨
て
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
凶
状
持
ち
の
父
を
持
っ
た
素
行

が
、
三
十
歳
に
し
て
大
老
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
る
ま
で
に
な
る
、
ま
さ
に
大
望

は
成
就
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
 
「
配
所
残
筆
」
前
半
部
の
人
脈
の
中
に
、
我

々
は
素
行
が
各
方
面
の
学
問
に
お
い
て
い
か
に
希
有
な
才
能
の
持
ち
主
で
あ
っ

た
か
を
知
る
と
ど
も
に
、
幕
府
仕
官
へ
の
手
づ
る
の
糸
を
ま
き
ぐ
る
青
年
の
情

熱
が
、
い
か
に
執
拗
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

松
江
城
主
堀
尾
忠
晴
、
紀
伊
藩
主
徳
川
頼
宣
、
忍
藩
主
阿
部
忠
秋
、
加
賀
藩
主

前
田
光
高
ら
大
名
達
の
重
ね
て
の
召
聰
を
断
わ
り
続
け
た
姿
勢
は
、
単
に
学
問

に
対
す
る
評
価
（
具
体
的
に
は
禄
高
）
へ
の
不
満
と
い
っ
た
も
の
の
み
で
は
な

く
、
素
行
の
大
望
が
幕
府
仕
官
に
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
北
条
氏
長
に
入
門
し
兵
学
を
修
め
た
こ
と
は
、
氏
長
が
将
軍
家
光
の
命
に

よ
り
築
城
の
模
型
を
製
作
す
る
に
あ
た
り
素
行
を
招
い
た
話
と
関
連
を
持
ち
、

家
光
の
命
に
よ
り
御
近
習
番
頭
駒
井
右
京
親
昌
が
素
行
の
兵
学
の
弟
子
と
な
っ

た
と
い
う
話
と
も
一
連
の
も
の
と
し
て
読
む
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
「
大
学
」
、
・

 
「
孟
子
」
の
講
義
を
行
な
い
聴
衆
の
多
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
折
の
聴
衆
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
大
森
信
濃
守
頼
直
、
黒
田
信
濃
守
用
綱
、

蒔
田
権
之
佐
官
、
列
記
さ
れ
て
い
る
名
前
の
す
べ
て
が
幕
臣
で
あ
る
こ
と
も
看

過
出
来
な
い
事
実
で
あ
る
。
詩
文
に
お
い
て
も
こ
の
こ
と
は
同
じ
で
あ
る
。
林

羅
山
な
ら
び
に
永
喜
兄
弟
を
感
嘆
せ
し
め
た
と
自
讃
す
る
記
述
は
、
幕
府
の
御

用
学
者
と
も
言
う
べ
き
林
家
へ
の
接
近
を
語
っ
で
い
る
の
で
あ
る
。
況
ん
や
、

記
請
詞
章
の
学
で
あ
る
国
文
学
、
歌
学
へ
の
興
味
が
、
幕
府
仕
官
の
た
め
の
も

の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
の
で
あ
る
。

 
素
行
に
お
け
る
壮
年
期
の
学
問
は
幕
府
仕
官
へ
の
情
熱
と
一
致
し
た
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
．
し
か
も
、
自
己
の
道
徳
的
実
践
と
か
経

世
の
学
の
実
現
と
は
、
お
よ
そ
か
け
離
れ
た
居
候
先
の
縁
故
と
か
、
親
の
近
付

の
縁
と
か
い
っ
た
手
づ
る
の
糸
を
ま
さ
ぐ
る
こ
と
か
ら
始
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
素
行
の
学
問
は
、
取
持
達
、
後
援
者
達
の
影
響
を
強
く
受
け
ね
ば
な
ら
な
か

、
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
 
「
配
所
残
筆
」
の
冒
頭
で
、

 
 
我
等
儀
凡
下
益
者
、
殊
更
無
徳
短
才
、
中
々
御
歴
々
青
書
末
席
え
出
座
候

 
 
者
に
無
・
之
候
所
、
幼
少
之
時
分
よ
り
似
合
に
人
も
存
続
て
、
御
歴
々
方

 
 
御
取
持
被
レ
固
事
、
此
段
全
我
等
徳
義
爆
雷
と
は
不
レ
存
候
。

と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
あ
な
が
ち
素
行
の
謙
遜
を
示
す
表
現
と
の
み
受
け

と
め
る
乙
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
壮
年
期
の
一
時
期
に
お
い
て
素
行
の
学

（42）



問
は
、
彼
を
と
り
ま
く
く
取
持
V
達
の
意
識
と
迎
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立

し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

 
例
え
ば
禅
へ
の
興
味
は
「
配
所
残
筆
」
で
「
老
荘
禅
之
作
略
は
活
達
自
由
に

候
て
」
と
記
す
魅
力
に
ひ
か
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
前
述
し
た
聖
心
尼
が
、
家
光

・
が
沢
庵
禅
師
に
禅
の
事
を
聞
い
て
ま
だ
十
分
に
納
得
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
時
、
祖
心
事
に
問
え
ば
よ
く
納
得
出
来
た
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
人
物
で
あ
り
、

大
奥
に
禅
を
広
め
た
た
め
に
キ
リ
シ
タ
ン
信
者
と
間
違
わ
れ
た
ほ
ど
で
あ
り
、

 
 
 
 
 
（
注
4
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
'

「
挙
一
明
三
」
と
い
う
禅
の
問
答
書
を
著
わ
し
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
と
無
関
、

係
で
は
あ
る
ま
い
。
幕
府
仕
宮
へ
の
大
き
な
手
が
か
り
に
な
る
は
ず
で
あ
っ
た

大
老
酒
井
忠
勝
は
、
羅
山
の
子
春
斎
が
歌
学
の
こ
と
に
つ
い
て
は
よ
く
知
ら
な

い
と
答
え
た
時
次
の
ご
と
く
叱
責
し
た
と
い
う
。

 
 
悪
臣
に
耳
環
は
る
㌧
人
は
必
漢
書
の
み
に
は
限
る
可
か
ら
ず
。
日
本
の
儒

 
 
官
は
日
本
の
事
第
一
知
べ
き
事
也
。
殊
に
源
氏
絵
の
屏
風
は
世
上
に
多
き

 
 
物
也
。
我
は
苦
し
か
ら
ず
、
他
家
諸
候
の
方
に
て
天
下
の
儒
官
に
任
ず
る

 
 
人
が
近
く
取
扱
ふ
物
を
知
ず
と
は
申
零
れ
間
敷
ぞ
。
儒
は
物
知
り
と
訳
せ

 
 
ず
や
。
此
源
氏
に
は
限
．
り
申
ま
じ
、
総
じ
て
書
画
等
の
こ
と
ま
で
是
は
か

 
 
㌧
る
事
書
は
何
を
略
し
た
る
こ
と
と
正
し
詰
る
べ
き
事
也
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
「
明
良
洪
範
」
）

 
素
行
の
み
な
ら
ず
当
時
の
学
者
は
広
範
囲
に
わ
た
る
知
識
が
要
求
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
素
行
が
学
者
と
し
て
立
身
出
世
す
る
た
め
に
は
庇
護
者
の
要
請
に
答

え
得
る
学
識
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
林
家
一
門
の
役
割
は
、

そ
の
博
覧
強
記
を
売
り
物
に
庇
護
者
の
要
請
に
答
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
林
羅

山
の
発
想
に
は
玩
物
喪
志
の
思
想
が
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
江
山
の
学

問
が
い
か
に
雑
駁
な
も
の
で
あ
り
、
国
文
学
へ
の
関
心
が
玩
物
で
あ
り
志
を
喪

山
鹿
素
行
と
国
文
学

わ
し
め
る
も
の
だ
と
い
っ
た
そ
し
り
を
受
け
た
と
し
て
も
、
羅
山
は
己
れ
の
学

問
に
禁
欲
的
で
あ
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
つ
雑
駁
で
あ
る
こ
と
が
庇
護

者
か
ら
羅
山
へ
の
要
求
で
あ
り
、
そ
れ
に
答
え
る
こ
と
に
よ
つ
で
羅
山
は
立
身

出
世
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
素
行
の
場
合
は
、
学
問
を
唯
一
の
頼
り
と
し
て

取
持
者
の
庇
護
を
受
け
、
立
身
出
世
を
夢
み
た
の
で
あ
る
が
、
重
要
な
取
持
者

の
死
に
よ
っ
て
そ
の
学
問
内
容
を
変
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
奈
良
本
辰
也
氏
が
「
山
鹿
素
行
・
朱
子
学
へ
の
訣
別
ト
（
昭
和
四
十
九
年
秋

季
号
『
歴
史
と
文
学
』
講
談
社
）
で
「
学
問
一
筋
の
人
間
に
も
、
大
き
な
転
機

の
く
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
学
問
と
い
う
も
の
が
持
っ
て
い
る
自
己
変
革
性

と
い
っ
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
な
学
問
の
自
己
変
革

性
と
は
異
質
の
も
の
で
あ
る
。

 
学
問
内
容
の
変
化
-
1
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
詠
歌
棄
筆
の
時
期
で
あ
る
三
十

代
前
半
の
ご
く
早
い
時
期
は
、
素
行
が
将
軍
家
光
の
死
（
慶
安
四
年
、
四
月
）

と
松
平
定
綱
の
死
（
同
年
、
十
二
月
）
に
よ
っ
て
、
縁
故
の
糸
を
た
ど
り
大

老
へ
の
面
会
に
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
幕
府
仕
官
の
志
に
、
大
き
な
挫
折
を
迎
え
た

時
期
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
 
「
配
所
残
生
」
に
お
い
て
二
人
の
死
は
「
大
猷

院
様
三
夏
麗
御
里
レ
為
レ
成
候
。
松
平
越
中
守
殿
、
其
年
極
月
御
逝
去
候
。
」
と
」

短
か
く
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
何
の
感
慨
も
記
さ
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、

家
光
の
死
は
大
奥
の
権
力
者
で
あ
る
聾
心
尼
の
後
退
を
意
味
す
る
｛
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
幕
閲
政
治
の
中
心
が
酒
井
忠
勝
か
ら
保
科
正
之
へ
と
移
る
こ
と

を
決
定
づ
け
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
更
に
最
大
の
庇
護
者
で
あ
っ
た
松
平
首
綱

を
時
を
同
じ
く
し
て
失
な
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
致
命
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

素
行
に
と
っ
て
二
人
の
死
が
い
か
に
痛
嘆
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
，
た
か
は
想
嫁

に
難
く
な
い
の
で
あ
る
。
慶
安
四
年
、
素
行
三
十
歳
、
ま
さ
に
壮
年
の
年
に
馬

（43）'



素
行
は
二
人
の
死
亡
に
よ
っ
て
学
問
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
素
行
は
幕
府
仕
官
の
挫
折
の
ゆ
え
に
歌
学
へ
の
情
熱
を
停
止
し
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。3

 
詠
歌
や
歌
学
へ
の
情
熱
の
停
止
と
幕
府
仕
官
へ
の
志
の
挫
折
の
関
連
を
考
え

て
、
素
行
に
お
け
る
学
問
（
国
文
学
Y
の
に
な
っ
て
き
た
役
割
に
つ
い
て
も
若

干
触
れ
た
つ
も
り
で
あ
る
。

 
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
問
題
提
起
で
あ
る
、
何
故
に
「
存
候

子
細
有
レ
之
」
と
い
っ
た
迂
言
な
表
現
を
「
配
所
残
筆
」
で
使
っ
た
の
か
と
い

う
疑
問
に
は
答
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
 
「
配
所
残
筆
」
は
、
 
「
有
二
他
見
一
事

に
て
無
・
之
期
間
、
文
章
の
前
後
二
二
筆
頭
一
差
」
と
述
べ
る
ご
と
く
、
素
直
に

自
己
の
感
情
を
吐
露
し
、
我
子
の
未
来
に
む
け
て
遣
戒
の
書
た
ら
ん
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
た
め
に
、
過
去
の
行
状
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
は
「
此
段
人
の
存
候

事
に
候
」
、
「
是
四
聖
以
其
書
付
有
レ
之
候
」
止
そ
の
証
跡
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。
「
配
所
残
筆
」
は
「
各
々
へ
非
・
可
レ
令
一
一
遠
慮
「
候
間
書
付
候
」
と
記

す
明
弁
の
書
で
あ
る
。
そ
の
中
で
「
存
候
子
細
有
・
之
」
と
い
っ
た
あ
い
ま
い

な
表
現
は
違
和
感
を
感
じ
さ
せ
、
そ
こ
に
は
な
ん
ら
か
の
素
行
の
人
間
関
係
に

お
け
る
苦
渋
が
予
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
青
年
期
の
素
行
を
と
り
ま
く
人
間
関

係
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
考
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

 
三
十
歳
ま
で
の
素
行
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
重
要
な
庇
護
者
は
松
平
越
中
守

定
綱
で
あ
る
。
定
綱
は
東
海
道
随
一
の
学
識
を
備
え
た
桑
名
藩
十
一
万
石
の
譜

代
の
大
名
で
あ
る
が
、
・
こ
の
定
綱
が
堀
杏
庵
、
木
下
長
郎
子
、
林
鷺
山
ら
当
代

一
流
の
文
化
人
と
関
係
を
持
ち
ひ
と
つ
の
文
化
圏
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
は
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
註
5
）

で
に
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
も
定
綱
と
素
行
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ

た
が
、
他
の
人
物
と
同
じ
く
は
と
ん
ど
羅
列
的
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
素

行
が
三
綱
に
ど
の
よ
う
に
遇
さ
れ
て
い
た
か
を
中
心
に
み
て
い
く
こ
と
に
す

る
。 

素
行
と
定
綱
の
親
交
が
素
行
二
十
五
歳
の
時
よ
り
始
め
ら
れ
た
こ
と
が
「
配

所
残
筆
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

 
 
拙
者
二
十
五
歳
多
時
、
松
平
越
中
守
殿
拙
者
を
御
よ
び
被
レ
成
、
学
問
兵

 
 
学
の
詮
義
御
議
論
御
座
候
。
拙
者
申
上
候
直
黒
得
心
被
・
致
、
別
て
御
大

 
 
慶
被
・
成
、
則
被
レ
遂
二
愚
状
一
箪
て
、
拙
者
に
兵
学
御
相
伝
被
レ
成
候
。

右
の
資
料
を
引
き
な
が
ら
、
素
行
が
定
綱
と
兵
学
上
の
師
弟
関
係
を
結
ん
だ
こ

と
に
よ
り
、
以
前
に
も
増
し
て
、
素
行
の
兵
学
者
と
し
て
の
名
声
は
高
ま
っ
た

と
解
釈
す
る
の
が
従
来
の
見
方
で
あ
る
。
し
か
し
従
来
の
資
料
は
素
行
の
側
か

ら
の
一
方
的
な
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
素
行
が
定
綱
の
側
か
ら
ど
の
よ
う
な
見

方
を
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
顧
慮
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
次
に
紹
介

す
る
定
綱
を
中
心
と
し
た
詩
文
集
「
政
思
量
玉
」
に
お
い
て
は
定
土
樽
か
ら
み

た
素
行
に
対
す
る
評
価
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る
。
 
「
政
鯨
離
玉
」
の
書
誌

な
ら
び
に
全
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
前
掲
し
た
拙
論
を
参
考
に
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

 
定
盤
は
「
再
寄
二
山
鹿
氏
義
目
丈
一
」
と
題
し
て
、
素
行
に
対
す
る
讃
辞
を
次

の
ご
と
く
記
し
て
い
る
。

 
 
山
鹿
氏
義
目
稟
性
穎
秀
而
有
二
超
倫
之
標
一
。
自
レ
翠
雨
・
学
華
々
手
不
レ
畷
レ

 
 
巻
。
凡
聖
経
賢
傳
諸
子
百
家
之
書
歴
代
之
詩
編
文
集
無
・
不
三
遍
読
二
深
味
一

 
 
悉
暗
記
焉
。
実
博
物
干
偉
器
誰
不
二
歌
羨
一
哉
。
予
姿
煮
黒
星
夕
立
詩
一
以
示
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焉
。
蓋
為
乞
二
捷
路
之
雌
黄
一
也
。
筆
遣
酋
寄
二
五
首
之
和
室
井
野
一
以
加
二

 
 
賞
誉
一
。
 
（
中
略
）
然
皇
尊
論
・
詩
嚢
・
此
精
密
則
是
俊
傑
之
鯨
才
乎
。
・
尤

 
 
可
二
賞
美
「
之
早
書
（
中
略
）
感
銘
之
薫
習
レ
忍
二
籍
口
一
調
製
二
一
詩
一
以

 
 
褒
到
賛
子
之
三
二
風
雅
一
云
爾
。
 
（
読
点
、
返
り
点
筆
者
）

本
書
に
は
続
け
て
定
綱
の
素
行
に
寄
せ
た
漢
詩
と
、
桑
名
藩
儒
臣
三
宅
正
堅
、

侍
医
渡
辺
正
達
ら
の
同
じ
く
素
行
の
才
能
を
賞
賛
す
る
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
に
は
三
綱
が
述
べ
る
ご
と
き
素
行
の
「
博
物
偉
器
」
の
評
価
が
繰
り
‘

返
さ
れ
、
さ
ら
に
ま
た
「
論
レ
話
芸
・
此
精
密
」
と
い
っ
た
彼
の
希
有
な
詩
才
へ

の
賞
美
が
記
さ
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
本
書
の
中
で
当
然
記
さ
れ

て
然
る
べ
き
素
行
に
対
す
る
兵
学
へ
の
評
価
が
一
言
も
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

で
あ
る
。
「
政
鯨
白
玉
」
が
詩
文
を
中
心
と
し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
困
本
書
に
は
軍
書
に
関
す
る
摩
羅
山
の
記
述
、
ま

た
当
代
随
一
の
兵
学
者
小
幡
穂
並
よ
り
定
綱
へ
の
「
兵
法
印
可
状
」
が
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
兵
学
に
関
す
る
も
の
が
避
け
ら
れ
て
い
る
も
の
と
も
思
え
な
い
。

む
し
ろ
、
当
時
に
お
け
る
素
行
が
、
兵
学
者
と
し
て
十
分
な
評
価
を
与
え
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

素
行
と
取
持
（
大
名
）
達
と
の
交
遊
を
も
う
少
し
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

先
に
も
述
べ
た
丹
羽
光
重
（
家
光
よ
り
偏
韓
を
受
け
御
伽
衆
と
し
て
寵
愛
を
受

け
、
茶
人
と
し
て
も
有
名
）
と
の
親
交
も
「
配
所
残
筆
」
に
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

 
 
同
年
（
二
十
五
歳
）
丹
羽
左
京
大
夫
兼
て
我
等
に
兵
書
御
事
候
序
に
、
荘
，

 
 
子
之
講
釈
御
所
望
候
て
折
々
講
尺
候
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
兵
学
講
釈
の
つ
い
で
に
荘
子
が
論
じ
ら
れ
た
ご
と

く
で
あ
る
。
「
年
譜
」
に
よ
っ
て
交
遊
の
様
子
を
見
る
と
、
慶
安
三
年
（
二
十

九
歳
）
の
記
事
に
次
の
ご
と
く
あ
る
。

山
鹿
素
行
と
国
文
学

 
 
八
月
廿
三
日
、
曇
、
丹
羽
光
重
蛇
二
面
に
至
る
。
歌
舞
伎
あ
り

 
 
九
月
七
日
、
午
刻
削
直
と
丹
羽
光
重
亭
に
至
る
。
歌
舞
伎
あ
り

 
 
十
月
、
招
請
に
因
り
、
丹
羽
左
京
太
夫
光
重
亭
に
至
り
、
荘
子
斎
物
論
を

 
 
 
 
 
講
ず

と
あ
り
、
「
配
所
残
筆
」
で
は
兵
学
講
義
の
「
序
に
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

「
年
譜
」
に
お
い
て
は
、
素
行
が
丹
羽
光
重
か
ら
歌
．
舞
伎
を
観
る
た
め
の
相
手

と
し
て
多
く
遇
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。

 
さ
ら
に
ま
た
「
年
譜
」
に
お
け
る
慶
安
三
年
よ
り
慶
安
四
年
ま
で
の
兵
学
に

関
す
る
記
事
を
見
る
と
、
 
「
浅
野
長
多
頭
に
至
る
。
因
州
長
治
来
り
会
す
。
長

直
・
長
澄
兵
法
を
学
ば
ん
と
欲
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
唯
一
の
記
事
で
あ

る
。
他
の
取
持
大
名
と
の
交
遊
記
録
に
お
い
て
は
「
閑
談
」
と
記
さ
れ
て
い
る

の
み
で
あ
る
。
 
「
閑
談
」
の
実
態
は
定
か
で
は
な
い
、
し
か
し
、
定
量
や
光

重
と
の
交
遊
で
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
詩
文
の
交
換
や
歌
舞
伎
の
観
覧
に
多
く
の

時
を
過
ご
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
交
流
の
場
は
、

兵
学
者
た
ら
ん
と
す
る
素
行
が
望
ん
で
い
た
（
幕
府
仕
官
の
た
め
に
は
必
要
な

場
で
は
あ
っ
た
が
…
…
）
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
玩
物
に
時
を
費
す
の
み
の

交
流
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
堀
氏
の
言
う
よ
う
に
、
確
か
に
素

行
は
文
人
墨
客
的
な
趣
味
を
心
か
ら
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
、

し
か
し
彼
の
血
気
盛
ん
な
青
年
の
一
時
期
は
、
取
持
ち
大
名
達
に
迎
合
し
た
文

人
墨
客
的
日
々
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
場
に
お
け
る
国

文
学
、
こ
と
に
詠
歌
の
嗜
み
が
、
兵
学
以
上
に
交
遊
の
仲
立
ち
の
役
割
を
担
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
「
配
所
残
心
」
に
お
い
て
強
調

し
て
い
る
兵
学
者
と
し
て
の
自
己
と
、
そ
の
実
態
で
は
相
当
の
ず
れ
が
あ
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
兵
学
者
と
し
て
幕
府
に
仕
官
す
る
こ
と
を
望
み
な
が
ら

（45）



も
、
素
行
は
取
持
大
名
の
前
で
、
中
世
的
御
伽
衆
の
一
側
面
く
慰
み
の
相
手
V

と
し
て
の
役
割
を
に
な
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
兵
学
が

泰
平
の
世
に
あ
っ
て
、
戦
術
的
側
面
も
、
も
ち
ろ
ん
築
城
と
い
っ
た
こ
と
も
、

机
上
で
の
み
し
か
成
立
し
え
な
か
っ
た
晶
般
的
状
況
に
お
い
て
は
、
国
文
学
と

兵
学
を
学
ぶ
意
識
に
へ
だ
た
り
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
し
か
し
素
行
に

お
け
る
兵
学
は
、
後
半
生
に
お
い
て
林
家
の
儒
学
と
対
峙
し
た
形
で
押
し
進

．
め
ら
れ
て
お
り
、
日
常
性
の
中
で
学
問
を
と
ら
え
な
お
す
姿
勢
は
林
家
の
儒
学

と
は
異
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
兵
学
の
独
自
性
は
本
稿
で
問
題
に
レ

た
三
十
歳
前
後
の
素
行
の
著
述
の
中
に
も
見
出
し
得
る
。
看
過
さ
れ
て
き
た
こ

と
の
よ
う
に
思
え
る
が
、
素
行
は
林
白
山
の
子
驚
峰
と
ま
っ
た
く
同
じ
対
象
を

選
び
注
釈
を
加
え
て
い
る
。
慶
安
三
年
成
立
の
「
牧
民
忠
告
諺
解
」
 
（
素
行
文

庫
蔵
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
素
行
が
後
半
生
で
押
し
進
め
た
兵
学
の
自

立
の
萌
芽
を
見
い
出
す
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
稿

を
改
め
て
問
題
に
し
元
い
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
素
行
の
考
え
て
い
た

で
あ
ろ
う
兵
学
が
、
修
身
・
治
国
へ
の
志
向
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
国
文

学
と
は
へ
だ
た
り
の
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
附
記
し
て
お
く
。

 
為
政
者
〈
取
持
ち
大
名
〉
と
当
時
の
学
者
と
の
意
識
の
ず
れ
は
、
啓
蒙
期
の

学
者
が
置
か
れ
た
と
こ
ろ
の
時
代
の
一
般
的
状
況
で
あ
っ
た
と
も
言
い
得
る
で

あ
ろ
う
し
、
尾
藤
正
英
氏
が
『
日
本
封
建
思
想
史
研
究
』
（
青
木
書
店
・
昭
3
6
）

で
示
さ
れ
た
近
世
初
期
の
為
政
者
の
学
問
に
対
す
る
無
理
解
と
一
連
の
も
の
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
素
行
の
場
合
に
は
、
お
そ
ら
く
そ
れ
が
明
確
な
形
で
素
行
自

身
へ
お
お
い
か
ぶ
さ
っ
て
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
取
持
ち
大
名
達
へ
の
不

満
一
そ
れ
は
明
言
を
避
け
た
ひ
と
つ
の
大
き
な
要
因
に
な
り
得
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

 
「
存
候
子
細
有
レ
之
」
に
．
類
す
る
表
現
は
、
「
配
所
良
筆
」
の
中
で
も
う
一
箇

所
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
浅
野
家
を
致
仕
す
る
際
の
理
由
を
示
す
部
分
で
あ

る
。 

．
内
匠
頭
所
に
九
年
有
・
之
、
存
寄
候
子
細
御
座
煽
て
、
書
付
を
上
、
子
歳

 
 
大
嶋
雲
三
殿
奉
・
願
、
知
行
二
野
候
て
上
候
。

こ
こ
で
記
さ
れ
て
い
る
「
存
寄
候
子
細
御
座
候
て
」
の
意
味
す
る
所
が
、
浅
野

家
か
ら
兵
学
者
と
し
て
遇
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
不
満
の
表
明
で
あ
り
、
さ

ら
に
、
素
行
自
身
と
彼
の
子
孫
の
生
活
を
ゆ
だ
ね
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
庇
護
者

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ
注
6
）

へ
の
遠
慮
の
表
現
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
歌
学

棄
筆
の
理
由
を
明
弁
し
な
か
っ
た
理
由
も
、
浅
野
家
致
仕
の
理
由
を
明
ら
か
に

し
え
な
か
っ
た
こ
と
も
、
同
列
に
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

・
遺
戒
の
書
の
中
で
あ
い
ま
い
な
表
現
を
使
う
こ
と
は
他
に
も
見
出
す
こ
と
が

出
来
る
。
松
平
定
信
が
子
孫
の
た
め
に
書
き
残
し
た
「
書
下
人
言
」
に
は
、

 
 
さ
り
が
た
き
わ
け
あ
り
し
こ
と
、
こ
の
事
は
書
き
し
る
し
が
た
し

と
い
っ
た
表
現
が
数
回
使
わ
れ
て
い
る
。
「
宇
下
人
言
」
は
、
子
孫
の
中
で
老

中
職
に
つ
く
も
の
が
あ
っ
た
ら
参
考
に
す
る
よ
う
に
と
、
庶
政
の
記
録
、
ま
た

個
人
的
事
柄
に
つ
い
て
も
、
相
当
思
い
き
っ
だ
表
現
で
書
か
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
こ
の
書
は
定
信
の
手
よ
っ
て
密
封
さ
れ
、
三
重
の
箱
に
秘
函
と
し
て
松

平
家
に
伝
わ
り
、
百
年
後
の
昭
和
三
年
に
し
て
よ
う
や
く
陽
の
目
を
見
だ
と
言

わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
他
者
の
目
を
気
に
し
て
か
か
れ
た
も
の
で
は
な
い

の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
に
も
こ
の
よ
う
な
迂
言
な
表
現
が
と
ら
れ
て
い
る
。

引
用
の
箇
所
は
、
養
家
で
あ
る
松
平
家
へ
の
不
満
層
述
べ
た
所
で
あ
る
。
定
信

が
不
満
の
言
を
明
弁
せ
ず
に
遠
慮
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、
自
ら
の
存
立

の
基
盤
が
、
不
満
を
述
べ
よ
う
と
す
る
そ
の
対
象
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

（ 4-6 ）



「
詠
歌
の
志
深
く
、
 
一
年
に
千
首
の
和
歌
を
詠
じ
候
得
共
、
存
候
子
細
有
・
之

其
の
後
は
棄
二
射
乳
一
字
」
と
記
す
素
行
の
表
現
は
、
幕
府
仕
官
へ
の
情
熱
と
表

裏
一
体
の
も
の
で
あ
っ
た
記
請
の
学
、
国
文
学
へ
の
悼
辞
で
あ
る
と
と
も
に
、

彼
を
理
解
し
え
な
か
っ
た
大
名
達
へ
の
く
憤
癒
〉
で
あ
り
、
残
さ
れ
る
子
を
思

い
自
ら
の
立
場
を
思
う
時
の
く
逡
巡
V
の
言
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

 
し
か
し
「
配
所
三
筆
」
は
、
「
今
年
我
れ
等
比
二
配
所
「
朽
果
断
時
節
到
来
と

令
二
覚
悟
一
候
」
ど
記
す
く
覚
悟
V
の
書
で
あ
る
。
単
に
素
行
の
不
満
と
遠
慮
を

読
み
と
る
こ
と
が
、
筆
者
で
あ
る
素
行
の
心
底
を
お
し
は
か
る
こ
と
に
は
な
ら

な
い
。
「
配
所
残
筆
」
が
戦
前
に
お
い
て
「
葉
隠
」
と
と
も
に
多
く
の
愛
読
者

を
え
た
の
は
、
素
行
の
行
動
を
潔
い
武
士
道
の
具
現
者
と
し
て
評
価
し
た
た
め

で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
本
稿
は
「
存
候
子
細
有
レ
之
」
の
背
後
に
あ
る
も
の
を

探
る
こ
と
に
よ
っ
．
て
、
「
配
所
残
筆
」
を
論
ず
る
た
め
の
一
視
点
を
見
出
そ

う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
素
行
に
と
．
っ
て
真
の
意
味
で
の
く
覚
悟
V
と
は
何

か
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
潔
い
武
士
道
な
ど
と
い
っ
た
表
現
で
割
り
切
る
こ
と

の
出
来
な
い
苦
渋
に
満
ち
た
屈
折
し
た
も
の
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
ゆ
今
は
素

行
の
苦
渋
が
「
存
候
子
細
有
レ
之
」
と
い
っ
た
表
現
に
こ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
て
お
く
に
と
ど
め
る
。
絢
交
ぜ
の
書
止
も
言
う
べ
き
「
配
所
残
筆
」

の
全
体
を
見
渡
し
て
論
ず
る
こ
と
は
別
の
機
会
を
期
し
た
い
と
思
う
。

 
 
詳
し
い
。
猶
、
素
行
文
庫
に
は
担
斎
の
著
「
韻
鏡
解
書
」
の
写
本
が
存
し
、

 
 
そ
の
奥
書
に
「
寛
永
第
十
八
琳
年
六
月
十
九
日
於
武
州
江
戸
誌
之
痴
者
歌

 
 
（
マ
マ
）

 
 
翁
翁
広
田
担
斎
子
所
編
之
一
冊
冷
感
力
之
以
後
翁
正
本
書
爲
焉
 
龍
脳
癸

 
 
未
六
回
線
有
七
日
 
素
行
亭
」
と
あ
る
。

 
注
3
 
「
山
鹿
素
行
全
集
・
第
十
五
巻
」
 
（
岩
波
書
店
・
昭
1
6
）
所
収
の
歌

 
 
は
十
六
首
、
漢
詩
は
六
十
編
で
あ
る
。
こ
れ
に
「
政
鯨
離
玉
」
 
（
桑
名
市

 
 
照
源
寺
蔵
）
の
五
編
を
加
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

 
注
4
 
東
京
都
新
宿
区
済
松
寺
蔵
。
昭
和
四
十
二
年
に
私
家
版
と
し
て
出
版

 
 
さ
れ
て
い
る
。

 
注
5
 
拙
稿
「
松
平
定
綱
文
化
圏
に
つ
い
て
」
「
近
世
文
芸
』
・
昭
5
2
・
5
）

 
注
6
 
拙
稿
「
山
鹿
素
行
の
浅
野
家
致
仕
に
つ
い
て
」
）
『
畑
轍
日
本
文
学
』

 
 
・
昭
5
0
・
7
）

追
記

 
 
素
行
文
庫
の
調
査
に
際
し
て
は
、
今
井
源
衛
先
生
・
山
鹿
光
世
氏
に
御
冠

 
 
慮
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
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注
1
 
平
戸
市
山
鹿
光
世
氏
所
蔵
の
「
素
行
文
庫
」
の
調
査
は
昭
和
四
十
九

 
年
三
月
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
．

注
2
 
広
田
担
斎
に
つ
い
て
は
岩
田
貞
雄
氏
の
「
鯉
肱
麟
伊
雑
宮
謀
計
事
件

 
の
真
相
」
 
〈
『
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
三
十
三
輯
）
に

山
鹿
素
行
と
国
文
学


